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一般質問通告書
平成26年2月13日提H

毛

子

嵐山町議会議揖

青柳賢治ポ

議席番号 氏弟
.一.

長島邦ま 噂

受付番号

下記のとおり質問したいので通告します，

No 質問事唖 質問要旨 答弁者
１

２

３

環境保全と町ブラシ

ドについて

緊急時の行政情報認

信について

中心市街地活性化に

つ い て

裁居を嵐山町に櫛える選定基準に、「自然の美しさ

緑と消流」を挙げ方は多いと思う。この大切な自燃
環境を守ることは町の命を守ることにつながる。今
この大切な大地のポイ捨てが減らない。農作物を仲
る神聖な田、畑にゴミをポイ捨てする、投棄する、
この行為が許されるだろうか！製造業の方が工場

内にゴミを投げ入れられるのと同じことである。蘭
されない行為である。個人で散策時にゴミを拾う

またはアダプトプログラム活動で率先して澗掃活

、

動を行う。その行為を否定する行為である。捨てた

ゴミがその後どうなるか、どんな影響を引き起こす

か、世の中の仕組みを考えるマナー教育も大切と思

われる。環境の保全、啓発は一人ひとりの取り組み

と協働のまちづくりとして進めるべきで、関連する

以下の取り組みについて伺います。

(1)ポイ捨て禁止の条例制定について

(2)不法投棄の罰則強化について

(3)環境美化推進委員の活励状況について

(4)ロードサポート、河川サポートなどのアダプ

トプログラム団体の現状について

(5)自治体境界での不法投棄が多い。広域対策が

必要と思うが！以上考えを伺います。

様々な緊急放送が防災無線より流れる。「よく間こ

えない、緊急なことだろうと心配になる」留守を預
○

かる高齢者にとり、気掛かりなことであります。以

下の対策を伺います

(1)現行での対応を伺います‘

(2)携帯端末へのメール発信は可能か伺います。

国は来年度より中心市街地の活性化に取り組む市

町村を支援するため、基本計画の認定要件を緩和、

補助金などを受けられる条件を緩和するなど、少子

高齢化で疲弊が進む地域経済の下支えを進めると

いわれる。現在、商工会などでも駅乗降客の増加に

よる駅西活性化事業を進めるが厳しい。しかし、ふ

れあい交流センターなどの公共施設利用者の賑わ

いは新しい現象である。駅周辺への公的施設の移転

栂想あるいは民間企業誘致について伺います。

担当課長

町彊

担当課f

町f

町f



’
一 般 質問通告書’

平成26年2月13日梶卜H

I

嵐山町議会議長

青柳賢治桧

議席番号

口
ｑ
Ｌ

氏采
一一

佐久間孝光（
ゴー､~'

韓

受付番号

ユー／

下記のとおり質問したいので通告します‘

No 質問事理 質問要旨 答弁者

1

2

災害時相互応援

協定の活用にっ

い て

(答弁書不要）

国際化教育につ

いて

(答弁書不要）

平成25年10月30日富山県小矢部市と

同年11月4日第32回嵐山まつり時にお

いて長野県木曽町とそれぞれ災害時相互応

援協定を締結した。

○今後の展開は

嵐山町には世界と繋がる女性教育会館が存

在し、それと同時に歴史上の偉人はもとよ

り、日本を代表する本多静六先生、安岡正焦

先生と深い縁がある。日本人としてのアイデ

ンティーを持ち､世界に目を向けられる真の

国際人を育成していく上において､嵐山町は

正に相応しい地であると考えます。また、語

学教育を考えていく際、時代の流れ、国際社

会における日本の立場等を無視することは

出来ません。

平成25年12月13日（読売新聞）

･中学校の英語授業を原則として英語で行う

方針を決定（文科省）

･県経験者採用162人全員不合格(埼玉県）

県が力をいれている企業の海外進出の支援

や観光産業の推・進に伴い､海外での折衝や交

渉力の国際性など要求

平成26年1月6日（読売新聞）

･世界で活踊できるグローバル人材を育てる

英語教育改革プランを決定（文科省）

担当課長

教育長

町長

教育長

町長



一般質 問通 告 書

平成26年2月13日提H

嵐山町議会議長 犠席番号 氏糸

青柳 賢 治 様 3 佐久間孝光 縦
ﾏロー

下記のとおり質問したいので通告します

Ⅲ 質問事項 質 問 要 旨

小学校で英語を学ぶ年齢を早め、中学から勇

語で教える授業を実施｡高校では討論や発罰
◆

を通じ、より高度な表現力を養う計画だ。

平成26年1月11日（読売新聞

･下村文部科学相“国際化対応英語と日本

史に力

｢英語力を高めることも必要だが､真の日却

人としての意織､アイデンティーがないと

世界で通用しない。今まで以上に、日本の仮

統や文化についての教育を行うべきだ。

平成26年2月3日（読売新聞

・中学英語学力別に授業（文科省）

文部科学省が､公立中学校の英語に習熟度月’

指導の導入を検討する背景には､家庭環境べ

小学校の取り組み、自治体の財力などが生桐

の学力に影響を及ぼし､差を広げている現＊

がある

○この様な国の流れ､時代背景を踏まえた上

での嵐山町における国際化教育への取り組

みの方向性は

受付番骨

2－』

答弁者

担当課長

教育長

町長

教育長

町長



一般質問通告書
平成26年2月17日棉閉

嵐山町議会議彊 議席番号

青柳賢治様 6

氏名

畠山美宰 /
lb

k

＝皇雪｡、

秘
下記のとおり質問したいので通告します

f

Nc

2

3

質問事項

消費税率アップに

伴う負担軽減策に

ついて

消防団支援法に

ついて

雪害対策について

質問要旨

4月の消費税率8％に伴う負担軽減策と

して支給される、低所得者向けの臨時福祉

給付金や子育て世帯向けの臨時特例給伺

金について伺います‘

(1)低所得者の人数と給付金額Iゴ

(2)対象子育て世帯数と給付金額}ゴ

(3)申請手続きば

(4)周知について

総務省消防庁は、大規模災害時の消防団

の対応力を強化するため、26年ぶりに消防

団装備の基準を一新とあります。また、団

員の処遇改善の拡充も図られるとありま

す。そこで伺います。

(1)装備内容はどのようになりますか

(2)退職報奨金は

(3)報償・出勤手当金a

今年2月8日は45年ぶりの大雪となり､14

日から15日未明まで降った雪は熊谷で6（

センチを超えました。今後地震・風水害時

だけでなく、雪害時の防災対策が必要と思

います。

(1)今回の雪害時に災害対策本部の設置Iゴ

(2)防災無線の活月

(3)防災倉庫に除雪道具(スノーダンプ）

融雪剤保管

(4)地域除雪箇所地図の見直L

受付番号

j－／

答弁者

町長

担当課長

町長

担当課長

町長

担当課長



一般質問通 告 書

平成26年2月17日提H」

嵐山町議会議長 議席番号 氏宅 受付番号

青柳賢治様 6 畠山美幸 鋳I j－ユ

下記のとおり質問したいので通告します

Nc

4

5

質問事項

地域包括ケアシス

テムの具体化にこ

いて

薪ストーブ補助金

制度導入について

質問要旨

団塊の世代が75歳以上となる2025年を

目途に、重度な介護状態となっても住み慣

れた地域で自分らしく暮らし続けられそ

よう、医療・介護・予防・住まい・生活支

援が一体的に提供される地域包括ケアシ

ステムの構築を地域の特性に合わせて作

成とあります‘

(1)小規模特別老人ホームなどの施設整‘

の促進、スタッフの確保は

(2)認知症の患者・家族を支援する施策掴

(3)地域医療構想は

(4)介謹予防に

間伐材の利用促進を促すために、「薪ス

トーブ」の購入経費に補助金制度のお考戸

について伺います

答弁者

町張

担当課長

町長

担当課長



一般質問通告書
平成2ろ年Z月／7日梶H

｡ ”

・ ／

嵐山町議会議長

青柳賢 治梅

議席番号

／/湯一

氏窄

公ノ皇耀斗蹴

受付番号

孝一／

下記のとおり質問したいので通告します 。

グー

恥 質問事理 質問要旨 答弁者
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一般質 問通 告書
平成ユ6年ユ月ノ'7日提H

ｸ

嵐山町議会議揖

青柳賢治桧

議席番号

/〆

氏糸

公Z氏峯草一蝿

受付番号

学 －2

下記のとおり質問したいので通告します。
〃ー

No 質問事項 質問要旨 答弁者
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一般質問通 埜
匡 書

平成具6年ユ同／7円埋貝

嵐山町議会議彊

青柳賢治様

議席番長

/‘ナ

氏名

９
Ｊ 次ノ 、夢-斗鰯ウ

受付番号

喫一：

下記のとおり質問したいので通告します
『

／
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2

一選壷屍詞壷告雪

平成25年2月ノワ日提出旬

下記のとおり質問したいので通告しますb

町の景観整鯖

いて

につ 全国規模で問題となっている竹1薮についてはミ

町においても少なからず手を供いていますも

私が子供の頃は竹は貴重な農・水産業の道具q

資材でした。現在はプラスチックに置き換え&

れ存在意義が無く、竹を伐採する人がいませ（

わずか、竹炭を焼かれる数人がおられるだけて

す。ただ、このまま放って於いて良いわけは槽

りません。竹薮の地主に対しまして町は次の児

でのお願いをするべきと思います。

、竹の子の時期に掘るか、掘れないまでも切

倒すこと。

馳主が高齢又は身体的苦痛等で掘れない場

は、他者が（登録制）掘っても良いとの同這

を事前に取っておく。

●竹の子の再利用（加工品等）で町の特産品《

して売り出す研究・検討を較極的に行う‘

(加工グループ・直売所･…食・他

担当課長

町長



－j 窪 査 問 云 重 舎 雷

平成26年2月／7日提出

嵐山町議会議長

青柳賢治様

議席番号

』
。

』
■

氏 老

大野敏行 愚

受付番号

《ﾀ-2

下記のとおり質問したいので通告します

Nc 質門事事 質問要旨 答弁者

１
１ クレー

つ い て

マー対策I 日本は、もはや西欧諸国と同じような訴訟社s

となってしまいました。ただ、降って沸いた．

うに急に訴訟に入る訳ではないと思います｡

最初の対応がどの様であったのかが大きな問園

であると思われます。クレームは自己防衛や恩

いを通さんとするために特に公の立場に対して

は威圧的になる事さえあります。町は公平・必

正の上に立ちこれに対処する必要があります。

そして，最初の対処する人は職員全員でありま

す。そこで次の点について伺う

(1)クレームに対し対応マニアル等があI

職員に徹底しているのか

（2）教育現場におけるクレームをどの様にジ

応しているのか（特に保謹者対応）

（3）町として関係者全員の研修会等の計画＃

あるのか

担当課長

副町長

教育町

町彊



一般 質問通告書
平成26年2月17日梶HH

嵐山町議会議長

青 柳 賢 治 様

議席番号 氏・名
｡■■

川 口浩史
Ｉ
ｊ

I印イ

受付番号

6

下記のとおり質問したいので通告します

恥 質問事事 質問 要旨 答弁者

： デマンド交通に

ついて

人口減少により採算の合わない地区の交通

権が問題である。交通権を保障したまちづく

りが重要だ。そこで

(1)デマンドの試行では、どんな意見があがっ

ているのか。

(2)助成券は中心地より離れるに従ってふや

していくべきでないか‘

(3)デマンド交通の本格実施はいつごろか。

町張

長寿いき

がい課長

2 新焼却炉建設に

ついて

(1)広域自治体で新焼却炉が吉見町内に候補

地があがっている｡住民説明会もおこなわれ

ているが強引な進め方になっているようだ。

もっとていねいに進めていくことが必要と

考える。考え方を伺う。

(2)新焼却炉には付属の施設として「足湯」も

設置するというが、どういうことから足湯も

設置することになったのか。

町伝
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一般質問通告書
平成26年2月17日堤 H

嵐山町議会議長 議席番号 氏窄 ，受付番号

青柳賢治様 13 渋 谷 登 美 子 (態 7－ノ

下記のとおり質問したいので通告します
…

No. 質問事理

一人親家庭への

支援のあり方に

ついて

(答弁書不要I

1

嵐山町の2025年

問題への対応

(答弁書不要）

質問要旨

(1)乳児・就学前・小学校・中学校・高校

生(10代後半の中学卒業生)等の一ノ

親家庭の把握と、現在の町の支援体＃

を聞く。

(2)未婚の一人親の現状と町の支援を間

◎

(3)未婚の母子家庭に対しての所得税に

関しては、税法の改‘正が必要であを

が、町民税に関して、みなし寡婦控協

制度を求める。考えを聞く。

(4)DVの訴えのある一人親家庭ないしは

DV相談のある家庭の支援について間

(5)一人親家庭に対しての就労支援に七

いて聞く。

(6)全国的にも一人親家庭が増えている。

一人親支援についての支援のガイト
U

ブックと生活支援講習が今後必要て

あり、町ができなくてもNPOに委託す

ることもできるが、考えを聞く。

団塊の世代が75才になることを2025年間月

と称して､社会保障の見直しが国家的課題で

ある。国立社会保障人口問題研究所では、嵐

山町は、人口は16579人、うち、65才以上人

口5707人（34.4％）、75才以上人口3388人

答弁者

副町長

町長



一般質問通告書

平成26年2月17日提m.

嵐山町議会蟻長 議席番号 氏窄

青柳資治渦 13 渋谷登美子 ‘罰

下記のとおり質問したいので通告します ロノ

No. 質問事乎

子宮頚がん予防

接種ワクチンそ

の後について

(答弁書不要）

質 問 要 旨

(20.1%)と予測している。生産年齢人口の

減少は2013年12月11355人が9408人になイ

予測である｡嵐山町での2025年問題の見』

しを聞く。第5次総合振興計画以降の課選

ではあるが､持続可能な地域経営を行うブ

めに､人口減少化社会での一人暮らし高&

者増加等による扶助費増､インフラの長景

化整備、環境悪化への対応、公共施設マジ

ジメント等の歳出面での必要な手法と、胃

入での町民税減少を補填する歳入増､年』

人口の比率を上げることへの対応するメ

めの手法などを含め､新たな人口構造に文

応するための政策策定について聞く‘

子宮頚がん予防接種は､昨年6月14日以降

積極的勧奨を控える結果になったが､現右

においても副反応の被害者が続出して↓

る。予防接種法では、副反応は、症状別で

28日以内のものしか認めていない｡被害補

償の対象にならないケースが多い。しか

し、直後から副反応の症状が出る人、1年

後､2年後に出るなど症状･出る時期が様均
0

である。ワクチン接種によって自己免疫獄

患の様々な症状を起こしているのだろ

と推測がある程度でどのような原因と』

カニズムで副反応が起きているのか調査

受付番号

7一ユー

答弁渚

町長



一般質問通 告 書

平成26年2月17日梶岨

嵐山町議会議長

青柳賢 ・治様

議席番号

13

氏宅

渋 谷 登 美 子 蟻

受付番号

7-息
下記のとおり質問したいので通告します

No. ･質問事項 質問要旨 答弁者

ノ
ブ

がはじまったばかりで治療法は今はない‘

副反応被害者が多い鎌倉市・茅ヶ崎市、大

和市で、ワクチン接種後の心身状況について

全員にアンケート調査を行っている。鎌倉市

は45％に何らかの副反応があったこと、大和

市もいつもと違う体調の変化が45％､茅ヶ崎

市も､40％の人が体調の変化というアンケー

ﾄ結果であった｡サーバリックスの製造販涜

会社のGSKのHPにも重要な副反応出現率は

40％と記されている。一方、厚生労働省のE

クチン副反応検討部会では､副反応は心因セ

であるという結論になり、積極的勧奨が再§

される方向がある。野田市では、昨年11月』

り安全性が確立するまでHPVワクチン接種を

一時見合わせている。杉並区では、定期接荊

化前の副反応被害者に対して、区独自の被息

補償を行うとしたが、補償されていない。2

くの副反応被害者が副反応と認められず、自

費で、検査を求め、治療法を求めている。学

校を休学せざるをえない少女たちも多い。

(1)嵐山町において現状では副反応被害者の

報告はない｡が､接種した人に全員に対し

体調に関する追跡調査の実施を求める

(2)予防接種はベネフィットとリスクを衡量

し定期接種化を決定している｡製薬会社と

医師・研究者の利益相反・厚生労働省の天

下り先が製薬会社との報道がある。予防接

種に対しての町の危機管理の考えを聞く《



手般質問通告書
平成26年2月17日提出

嵐山町議会議長

青柳賢治様

議席番号

13

氏宅

渋谷登美子
ｉ
、

旦
引

ノ

ロ
『
ゼ
ダ
、
，
句
、
』
］

受付番号

ｸータ

下記のとおり質問したいので通告します

No. 質問事理 質 問 ‘ 要 旨 答弁者

4 災害時の公助・共

助・自助について

(答弁書不要）

'

気候変動や地殻の変動によって．､かつて予洞

されていない災害が起りうそ 。

(1)町民に対して、公助で出来る範囲、共

助でお願いしたいこと、自助でできる

ことについての、速やかな情報提供が

必要である。現状では町の危機管理の

情報は防災無線のみである。SNSでα

災害時対応の進捗を聞く｡SNSを利月

しない人でも、近隣の人からの情報で

町の各地の状況がわかり、自助・共助

の対応を考えることができる。

(2)災害時の共助には、若い人の参加が不

可欠である。中高生に対してのパブ

ツク意識の醸成が必要だが、嵐山町の

若い人を災害時ボランティアに参力，

してもらえることができる仕組みづ

くりを聞く。

6

地域支援

課長

副町長



１
１

一般質問通告書
平成ユ凶年J.日/7n蝉地

山

嵐山町議会議長

青柳賢治様

議席番号

1〔

氏 を

ハザ水Il§之 （飯

受付番号

’
r記のとおり質I司したいので通告します。

肋 質問事項 質問 要惜 答弁急

］ 消費税増税が 政府は4月からの消費税を8％へ引き上げようと 町揖

与える住民へ している。この消費税増税で8兆円、社会保障a

の影響につい 負担増・給付減を合わせれば10兆円という負担増
て． になる。町の26年度予算にも大きく影響すると思

われる 。

(1)26年度予算の町の影響額は

(2)8％への増税で住民負担となるものはどういう

事業（料金など）などがあるか。それぞれの償

担額Ij

(3)学校給食費の対応は 教育長

雪害被害と町 関東甲信を襲った記録的な大雪は県内にも影響 町長

づくりについ 被害をもたらした。嵐山町でもテラス、カーポー

て 卜、TVアンテナなど被害が出ている。また、高

齢者世帯や独居世帯など雪かきが出来ない世帯《

あった。町の対応と対策は

(1)町の被害状況は｛

(2)住民の情報発信はどのように行われたか。

(3)民生委員、防災組織との連携は《

(4)見守り、支え合い体制の対応は。

(5)災害ボランティアの育成は（日常の意識づけ

(6)税の軽減や所得控除の対応は。対象物件は、



一般質問通告書

平 成2 6年 2月 17 n埋朋ダ ．

嵐山町議会議長

青柳賢治樹

議席番号

8

氏名
竺凸壬

河 井勝久（熱

受付番号

’一／
下記のとおり質問したいので通告します。

屯一〃ゴー

No 質問事醒 質問要旨 答弁者
１

２

消費増税対応についで

地方法人税について

4月から、消費税が8％に引き上げられる。町も

増税のための支出が増えるが、地方消費税交付金13

基準財政収入額に算入されており、交付金の増額さ訓

る消費税分は使用目的がされており、消費増税の支捌

いに回すことはできない。どの織な対応を図ることに

なるのか伺う。

（1）事業に伴う、物品購入に必要な増額はどの位の

金額か。主なものは何か。

（2）経費の増によることにより、町民に対する負担、

料金引き上げが必要となるものは何か

（3）増額引上げの町民周知は。いつごろか。減免はある

のか伺う。

（4）消費増税は、学校給食の経費、物品機材、食材費

など諸経費が増えるが影響は大きい。必要経費とし

ての値上げ増加は、現行よりどの位増えると予定し

ているのか。

食材の消費税引き上げによる給食費のコストは、ヨ

行よりどの位の増となるのか。

給食費の値上げは、どの位となるのか。負担はい竜

頃から引き上げるのか。伺う。

平成26年より、新法として地方法人税の導入がさｵ1

る。自治体内の財政格差安定の目的から、法人住民税の

一部を地方法人税として国税化し、全額を地方交付税の

原資とするもので、、26年10月以降から適用すると

なったが、町の法人税割はどの位となるのか。国税とし

交付税化されても、町への交付は現行より減ると予想さ

れるが、対応を伺いたい。

町長

担当課張

担当課損



１
１

一般質問通告書

平成26年2日1ヮロ埠山

嵐山町議会議長

青柳賢治様

議席番号

8

氏名
〆の争ご■ロ二

河 井 勝 久 ｛ 鯉

受付番長

'－2
下記のとおりI します。

『

No 質問事窮 質問要旨 答弁者
3 雪害について 気象史上かつてない降雪が、2回ほど続いた。町内に

嫌々な被害や生活支障が生じた。町は今回の降雪に対する

状況をどうとらえたか。またどのような対応を進めたか

伺いたい。

（1）土休日の対応をどのように手配されたか。

町民からの問い合わせはどの位あったか。

（2）除雪などの対応、業者応援体制と協力状況は。

（3）被害状況の把握と町の状況はどのくらいか。

（4）今後の検討課題は何か。

、 ●

町長

担当課長
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